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【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  17/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  17/50    ６２０Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成26年5月9日(2014.5.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　位相構造をモデリングするための方法において、
－データ処理システム（１００）において、位相構造（３００，４０２）の定義を受信す
るステップ（５０５）であって、前記位相構造（３００）は少なくとも一つの構築エレメ
ントの定義を含むステップ（５０５）と、
－前記データ処理システム（１００）において、構造エレメント（３０２～３３０）の定
義を受信するステップ（５１０）と、
－前記データ処理システム（１００）において、第１の構造エレメント（３０２～３３０
）と前記位相構造（３００，４０２）の一つのエレメントとの幾何学的な関係を受信する
ステップ（５１５）と、
を備えており、
　以下のステップＡ、Ｂ又はＣを交互に、同時に、反復的に実施し、
－ステップＡ：
　－前記データ処理システム（１００）において、前記位相構造（３００，４０２）に対
する第１の変更を受信し（５３０）、
　－前記第１の変更に応答して、前記データ処理システム（１００）において、第１の構
造エレメント（３０２～３３０）と前記位相構造（３００，４０２）との前記幾何学的な
関係に従い前記第１の構造エレメント（３０２～３３０）を変更し（５３５）、
　－前記第１の構造エレメント（３０２～３３０）の変更に応答して、前記データ処理シ
ステム（１００）において受信した、第２の構造エレメントと前記第１の構造エレメント
との幾何学的な関係に従い前記第２の構造エレメント（３０２～３３０）を変更し（５４
５）、
－ステップＢ：
　－前記第１の構造エレメント（３０２～３３０）に対する変更を受信し（５４５）、
　－前記変更に応答して、前記幾何学的な関係に従い前記位相構造を変更し（５５０）、
－ステップＣ：
　－前記位相構造の第２の構造エレメント及び前記第１の構造エレメント（３０２～３３
０）の一方に対する変更を受信し（５５５）、
　－前記変更に応答して、前記変更に従い前記第１の構造エレメント（３０２～３３０）
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を変更し（５６０）、
　更に、
－前記位相構造及び前記構造エレメントを記憶するステップ（５２０）と、
－前記位相構造及び前記構造エレメントを表示するステップ（５２５）と、
を備えていることを特徴とする、位相構造をモデリングするための方法。
【請求項２】
　前記第１の構造エレメント（３０２～３３０）は構造面（３０２～３１６）であり、
　前記幾何学的な関係は前記構造面と前記位相構造（３００，４０２）の一つの面との一
致関係である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の構造エレメント（３０２～３３０）は構造縁（３１８，３２０，３２８，３
３０）であり、
　前記第１の構造エレメントの定義は一つの構造面と前記位相構造（３００，４０２）の
一つの面の交差部である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記位相構造（３００，４０２）の定義は、前記位相構造（３００，４０２）の第２の
構築エレメント及び前記第１の構造エレメント（３０２～３３０）を参照する、前記位相
構造（３００，４０２）の第１の構築エレメントの定義を含む、請求項１乃至３のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項５】
　位相構造をモデリングするためのコンピュータプログラムであって、
　前記コンピュータプログラムは、プロセッサに下記各ステップを実行させる、
－位相構造（３００，４０２）の定義を受信するステップ（５０５）であって、前記位相
構造（３００）は少なくとも一つの構築エレメントの定義を含むステップ（５０５）と、
－構造エレメント（３０２～３３０）の定義を受信するステップ（５１０）と、
－第１の構造エレメント（３０２～３３０）と前記位相構造（３００，４０２）の一つの
エレメントとの幾何学的な関係を受信するステップ（５１５）と、
　を実行させ、
　前記コンピュータプログラムは、プロセッサに更に、
　以下のステップＡ、Ｂ又はＣを交互に、同時に、反復的に実施させ、
－ステップＡ：
　－前記位相構造（３００，４０２）に対する第１の変更を受信し（５３０）、
　－前記第１の変更に応答して、第１の構造エレメント（３０２～３３０）と前記位相構
造（３００，４０２）との前記幾何学的な関係に従い前記第１の構造エレメント（３０２
～３３０）を変更し（５３５）、
　－前記第１の構造エレメント（３０２～３３０）の変更に応答して、前記データ処理シ
ステム（１００）において受信した、第２の構造エレメントと前記第１の構造エレメント
との幾何学的な関係に従い前記第２の構造エレメント（３０２～３３０）を変更し（５４
５）、
－ステップＢ：
　－前記第１の構造エレメント（３０２～３３０）に対する変更を受信し（５４５）、
　－前記変更に応答して、前記幾何学的な関係に従い前記位相構造を変更し（５５０）、
－ステップＣ：
　－前記位相構造の第２の構造エレメント及び前記第１の構造エレメント（３０２～３３
０）の一方に対する変更を受信し（５５５）、
　－前記変更に応答して、前記変更に従い前記第１の構造エレメント（３０２～３３０）
を変更し（５６０）、
　更に、
－前記位相構造及び前記構造エレメントを記憶するステップ（５２０）と、
－前記位相構造及び前記構造エレメントを表示するステップ（５２５）と、
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を実行させることを特徴とする、コンピュータプログラム。
【請求項６】
　前記第１の構造エレメント（３０２～３３０）は構造面（３０２～３１６）であり、
　前記幾何学的な関係は前記構造面と前記位相構造（３００，４０２）の一つの面との一
致関係である、請求項５に記載のコンピュータプログラム。
【請求項７】
　前記第１の構造エレメント（３０２～３３０）は構造縁（３１８，３２０，３２８，３
３０）であり、
　前記第１の構造エレメントの定義は一つの構造面と前記位相構造（３００，４０２）の
一つの面の交差部である、請求項５に記載のコンピュータプログラム。
【請求項８】
　前記位相構造（３００，４０２）の定義は、前記位相構造（３００，４０２）の第２の
構築エレメント及び前記第１の構造エレメント（３０２～３３０）を参照する、前記位相
構造（３００，４０２）の第１の構築エレメントの定義を含む、請求項５乃至７のいずれ
か一項に記載のコンピュータプログラム。
【請求項９】
　少なくとも一つのプロセッサ（１０２）を備えているデータ処理システム（１００）に
おいて、
　前記プロセッサが、下記各ステップ、
－位相構造（３００，４０２）の定義を受信するステップ（５０５）であって、前記位相
構造（３００）は少なくとも一つの構築エレメントの定義を含むステップ（５０５）と、
－構造エレメント（３０２～３３０）の定義を受信するステップ（５１０）と、
－第１の構造エレメント（３０２～３３０）と前記位相構造（３００，４０２）の一つの
エレメントとの幾何学的な関係を受信するステップ（５１５）と、
を実行し、
　前記プロセッサは、更に、
以下のステップＡ、Ｂ又はＣを交互に、同時に、反復的に実施し、
－ステップＡ：
　－前記データ処理システム（１００）において、前記位相構造（３００，４０２）に対
する第１の変更を受信し（５３０）、
　－前記第１の変更に応答して、前記データ処理システム（１００）において、第１の構
造エレメント（３０２～３３０）と前記位相構造（３００，４０２）との前記幾何学的な
関係に従い前記第１の構造エレメント（３０２～３３０）を変更し（５３５）、
　－前記第１の構造エレメント（３０２～３３０）の変更に応答して、前記データ処理シ
ステム（１００）において受信した、第２の構造エレメントと前記第１の構造エレメント
との幾何学的な関係に従い前記第２の構造エレメント（３０２～３３０）を変更し（５４
５）、
－ステップＢ：
　－前記第１の構造エレメント（３０２～３３０）に対する変更を受信し（５４５）、
　－前記変更に応答して、前記幾何学的な関係に従い前記位相構造を変更し（５５０）、
－ステップＣ：
　－前記位相構造の第２の構造エレメント及び前記第１の構造エレメント（３０２～３３
０）の一方に対する変更を受信し（５５５）、
　－前記変更に応答して、前記変更に従い前記第１の構造エレメント（３０２～３３０）
を変更し（５６０）、
　更に、
－前記位相構造及び前記構造エレメントを記憶するステップ（５２０）と、
－前記位相構造及び前記構造エレメントを表示するステップ（５２５）と、
を実行する
ことを特徴とする、データ処理システム。
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【請求項１０】
　前記第１の構造エレメント（３０２～３３０）は構造面（３０２～３１６）であり、
　前記幾何学的な関係は前記構造面と前記位相構造（３００，４０２）の一つの面との一
致関係である、請求項９に記載のデータ処理システム。
【請求項１１】
　前記第１の構造エレメント（３０２～３３０）は構造縁（３１８，３２０，３２８，３
３０）であり、
　前記第１の構造エレメントの定義は一つの構造面と前記位相構造（３００，４０２）の
一つの面の交差部である、請求項９に記載のデータ処理システム。
【請求項１２】
　前記位相構造（３００，４０２）の定義は、前記位相構造（３００，４０２）の第２の
構築エレメント及び前記第１の構造エレメント（３０２～３３０）を参照する、前記位相
構造（３００，４０２）の第１の構築エレメントの定義を含む、請求項９乃至１１のいず
れか一項に記載のデータ処理システム。
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